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論文内容の要旨
成熟した森林で，光要求生の高い先駆穂は，材、冠の擾乱によって生じる林冠ギャップを定着・更新の場
としている。林冠ギャップの発生は予測不可能であり，埋土種手を形成してギャップの発生を待つといわ
れているロしかし，その埋土種子戦略を検証した研究はほとんど無い。本研究では，春日山照葉樹林の典
型的な先駆性樹種であるカラスザンショウを対象として，埋士穂子パンクの形成過程を明らかにすると共
に，シカの彩食がカラスザンショウの初期定着に及ぼす影響を明らかにした。
カラスザンショウの種子を森林内169カ所に設置した種子トラップで集め，採取された種子を形態的違
いから烏散布種子と自由落下した種子とに分け，散布種子の空間分布を解析した。カラスザンショウは，
鳥によって林内全域に種子を散布させるが，林冠ギャップよりも閉鎖林冠下により多くの種子を散命させ
ることが明らかになった。また， 13ha調査区の215点から採取した土壌サンプルから，森林内に膨大な埋
士種子パンクを形成させていることが明らかになった。ソフト X線と発芽実験による解析の結果，強制休
眠種子の割合が高く，ギャップ形成時に|・分発芽・定着可能であることが明らかになった。この結果，カ
ラスザ、ンショウはランダムに生じる林冠の慢乱に対応するため，鳥によって広範囲に種子を散布させ.大
量の埋土種子パンクを形成する戦略を採っていた。
また， 13ha調査区内のカラスザンショウの齢構造を調べた結果， 1912年と1961年直後に更新した個体
しか存在せず，両年は台風によって大規模な慢凱を受けた年であることが明らかになった。より頻度の高
い撹乱で生じる中小ギャップでは，カラスザ、ンショウの実生は，シカの採食で定着できないが，シカを排
除すると定着できることが明らかになった。カラスザンショウは，シカの採食l正を打破できる量の実生が
出現する大規模撹乱が定着に必要であると考えられるが，実生の供給に必要な種子は土壌中に存在してい
fこ。
本研究は.従来よく分かっていなか勺た，森林における先駆種の埋土種了ーパンクの形成過程を明らかに
するものである。
論文審査の結果の要旨
自然撹乱がもたらす成熟林の林冠ギャップを定着・更新の場とする先駆種は， j里Jて種子ノfンクを形成し
て予測性の低い林悩ギャップ形成に対処するの筆者は.奈良市春日山照葉樹林の先駆種カラスザンショウ
の埋土種子戦略と初期定着過程に関して豊富む実証的研究を行い， 1璽七種子パンク形成の動的過程を明ら
かにすると共に，当該種の生活史戦略解明に資する以ドの成果を得た。
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13haの大白
布者，散布様式，散布種子数の空間的変動を調べた。種子散，ffi者ーとしてメジロが明らかになり，当該種が
躍する総種子数63/mlの35%がメジロによって散布された。残る65%は白然落下による重力散布精子で
あった。種子散布株式には重力散布と鳥散布の効果が認められ，散布種子数の空間的変動は.小域の集中
分布，大域のランダム分布によって特徴づけられた。
埋上精子パンクへの適応として種子の 2型ー性が認められ，強光，高温下で容易に発芽する種子と，発芽
が抑制される種子が存在することを明らかにした。また.125地点.250kgの土壌から埋.土種子を採集し，
空間的変動を調べた。これらのデータに種子生産量のデータを加え，数学モデルを用いて埋上種子パンク
の動的形成過梓を解析し，煙.土パンクサイズS4/m久平均種子寿命7.7年の結果を得た。
当該種の被食圧測定実験を行い.奈良シカの披食圧が極めて大きいことを明らかにした。このことは.
調査区個体群の更新が大型台風が襲来した1912年と1961年に生じたことを示す，個体群齢構造と致した。
即ち.当該再.個体群の維持のためには，シカの被食圧を打破する大量実生発生が可能な.大規模森林撹古t
が重要である。このためには実牛供給をロJ能にする埋土種子大量集積が必要であるが，既に述べた埋土種
手パンクは.これに見合うものであった。
これらの成果は，林木の生活史解明と個体群生態学の研究の発展に寄与するものであり，博士(理学)
の学位を授与するに値するものと審査した。
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